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凡 例

本書は、奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘調査部が,昭和56年度に行なっ

た平城宮跡および京内遺跡の発掘調査の概要報告である。

第 134次 の奈良女子大学構内、第 137次の右京二条二坊十六坪、次数外の西

市、防災工事にともなう法隆寺境内、の 4ケ所における発掘調査成果に関 し

ては、各々別途に概報を発行する予定なので、本書には収録 していない。

遺構図に示 した座標値は、平城宮内遺構の場合は平城方位に基づいた座標値、

平城京内遺構の場合は国土座標値、薬師寺南門遺構の場合は伽藍中軸に基づ

いた座標値である。なお、平城方位とは第 2次内裏内郭をめぐる築地回廊の

北面北雨落溝の方向に基づ くもので 〔『平城宮報告』Ⅶ』〕、宮内各所に設

けた基準点を (OO)と し、東西南北を EW SNと して正数 (単位 m)で 表示。

遺構図には、遺構ごとに一連の番号を付 し、その前にSA;築 地・塀・柵、

SB;建物、 SD;溝 。濠、SE;井戸、 SF;道路、SK;土壊、 SS;足場

・棚、SX;そ の他、などの分類記号を示 した。
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